
　
総
代
会
議
長
に
は
、
当
日
の
出

席
総
代
の
中
か
ら
、
弥
栄
町
の
田

家
正
一
様
が
選
ば
れ
、
慎
重
審
議

の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

　
第
二
十
六
回
通
常
総
代
会 

開
催

　
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
㈪
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
、
丹
後
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ア
ミ

テ
ィ
丹
後
）
に
て
通
常
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
度
に
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
書
面
議
決
を
推
奨
し
、
来
賓

の
ご
臨
席
や
ご
祝
辞
も
見
合
わ
せ

て
い
た
だ
き
、
総
代
数
二
百
三
十

名
の
う
ち
、
本
人
出
席
三
十

名
、
書
面
議
決
書
に
よ
る
出
席

百
六
十
八
名
で
し
た
。

　
江
浪
敏
夫
代
表
理
事
組
合
長
の

開
会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

（ ） 令和 3 年 7 月発行1 第 53 号森 林 組 合 だ よ り
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第
一
号
議
案
　
令
和
二
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、　

　
　
　
　
　
　
注
記
表
、
お
よ
び
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
三
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
令
和
三
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
一
、
理
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
五
四
〇
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は
理
事
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
に
一
任
願
い
た
い

　
　
　
　
　
　
二
、
監
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
四
〇
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は
監
事
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
一
任
願
い
た
い

第
四
号
議
案
　
令
和
三
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
最
高
限
度
額
一
〇
，
〇
〇
〇
万
円

第
五
号
議
案
　
余
裕
金
の
預
入
先
及
び
借
入
金
借
入
先
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
農
林
中
央
金
庫
、
京
都
銀
行
、
京
都
農
業
協
同
組
合
、
京
都
北
都
信
用
金
庫
、　
　

　
　
　
　
　
　
京
都
府
森
林
組
合
連
合
会
と
す
る

第
二
十
六
回 

通
常
総
代
会
提
出
議
案

2令和 3 年 7 月発行（ ） 第 53 号 森 林 組 合 だ よ り

総
代
の
皆
様
、
お
世
話
に
な
り
、

　
　
　
　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和元年度水源林造成事業（令和２年度繰越）　新植・トラック道開設　網野町磯団地

令和３年度京丹後市防災減災里山林整備事業　竹林整備　大宮町三重地内他

着工前

新植

トラック道開設（洗い越し）

完成

植付け

トラック道開設（敷砂利）

事　業　紹　介



（ ） 令和 3 年 7 月発行5 第 53 号森 林 組 合 だ よ り

令和２年度治山事業　竹林改良他　大宮町谷内地内

令和２年度市行造林事業　作業道開設・間伐・搬出　網野町郷地内

搬出

竹柵工完成状況

作業道開設

間伐完成

竹柵工作業状況

間伐

事　業　紹　介
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令和２年度京都府社寺等文化資料保全補助事業　危険木伐採　峰山町長岡地内

令和２年度京丹後市森林経営管理制度運営環境整備業務　森林調査　京丹後市内

令和３年度松くい虫防除事業　地上散布　網野町掛津地内他

無人ヘリによる薬剤散布

完成状況

空撮画像による概況把握

作業状況

ドローンによる森林調査

事　業　紹　介

出資証券の名義変更等に
ご協力をお願いします

　現組合員さんが亡くなられ､ 出資証券
の名義がそのままになっていませんか？
その場合は、お問合せの上、早急に名義
変更の手続きをお願いします｡ 住所の変
更等があった場合もご連絡ください。

　６. 問合せ先　　　丹後地区森林組合　総務課
　　　　　　　　 　 電話（0772）65-4670

丹後地区森林組合 総務課
電話（0772）65-4670
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　１. 職種及び応募資格				 
職　種 仕事の内容 採用予定者数 応募資格

現場作業員

 ▶山の手入れ（除伐・間伐・枝打）
　 刈払機、チェーンソーを使用
 ▶木材の伐採、搬出
　 チェーンソー、重機を使用
 ▶その他道路除草、支障木伐採など

性別問わず
若干名

 ▶高卒以上　
 ▶経験があれば 60 歳以上でも
　 応募可
 ▶普通自動車免許（AT 限定不可）
※未経験者でも必要な資格は採

用後に組合負担で受講（刈払
機安全教育、チェーンソー特
別教育車両系建設機械、車両
系木材伐出機械等）

				  
　２. 労働条件等

賃金形態  日給　８，５００円～１２，０００円 賃金支払日  毎月１０日（翌月払い）

 （月給相当額１９８, ９００円〜２８０, ８００円　月平均労働日数２３. ４日）
				  

通勤手当  実費（上限 500 円）　　通勤車両は任意保険の加入が必要
								      
加入保険等  雇用 ・ 労災 ・ 健康 ・ 厚生 ・ 退職金共済

										        

就業時間  ８：００～１７：００ 休日等

 ▶日曜日
 ▶第２、第４土曜日
 ▶年末年始７日
 ▶６ヶ月経過後の有給休暇 10 日

※その他雇用条件は、組合現場従業員就業規則による

申込方法  ※直接お申込みください
　 履歴書（写真添付） 受付期間  随時

				  
　４. 面接及び結果通知				 

面接日時  受付後ご連絡します 結果通知  本人宛に郵送します

　５. 採用予定日　　採用決定後の翌月				  

　３. 申込手続

正　従　業　員　募　集

求める人材 … 自ら考え行動できる人材

チェンソーや刈払機など必要な機械は組合が購入し貸与するので、自腹で購入する
必要はありません。修理代や燃料・オイル等も組合で負担します。

　６. 問合せ先　　　丹後地区森林組合　総務課
　　　　　　　　 　 電話（0772）65-4670

アピールポイント

（採用担当者より）

（ 仕 事 に つ い て ）

（就業時間について）

（使用機械について）

自然の中で仕事ができます。コミュニケーション、チームワークも必要です。

朝は少し早いですが、夜間の残業はなく、プライベートや家族との時間が持てます。
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皆
様
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。今
年
の
梅
雨
入
り
は

早
か
っ
た
も
の
の
雨
の
降
ら
な
い
日
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、近
年
多
い
梅
雨
の
豪
雨
に
伴
う
災
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
祈
り
つ
つ
、森
の
保
水
力
が
高
ま
る
よ
う
、日
々
、森
林
整

備
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
も
地
元
再
発
見
と
い
う
こ
と
で
、丹
後
町
は
依

遅
ヶ
尾
山（
い
ち
が
お
さ
ん　

５
４
０
ｍ
）
に
登
っ
て
き
ま
し

た
。丹
後
一
の
名
峰
と
の
こ
と
か
ら「
一
ガ
尾
山
」
と
呼
ば
れ
た

の
が
由
来
の
よ
う
で
、丹
後
半
島
で
唯
一
関
西
百
名
山
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
ま
で
は
片
道
約
１
時
間
、登
山
道
は
京
丹
後
市
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
お
り
、毎
年
１
０
月
に
は
登
山
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、地
元
に
愛
さ
れ
た
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。山
頂
は

東
西
に
延
び
展
望
も
良
く
、日
本
海
と
と
も
に
西
は
網
野
、東
は

経
ヶ
岬
方
面
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
依
遅
ヶ
尾
山
と
共
に
味
わ
い
た
い
の
が
丹
後

松
島
に
代
表
さ
れ
る
丹
後
町
沿
岸
部
の
特
徴
的
な
地
形
と
大

蛇
神
の
伝
説
で
す
。

　

山
頂
東
の
展
望
で
も
一
部
見
ら
れ
る
丹
後
松
島
は
、言
わ
ず

と
知
れ
た
日
本
三
景
の
松
島
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、松
島
で
見
ら
れ
る
島
は
文
字
通
り
海
に
浮
か

ぶ
島
を
指
す
の
に
対
し
、丹
後
松
島
で
見
ら
れ
る「
高
嶋
」
や

「
び
ん
ぐ
し
」
は
砂
州
で
繋
が
っ
た
陸
続
き
の
島
で
あ
り
、陸り

く
け
い繋

島と
う

と
言
う
そ
う
で
す
。ま
た
、立
岩
や
屏
風
岩
に
代
表
さ
れ
る

奇
岩
は
、一
千
五
百
万
年
前
頃
に
地
下
の
マ
グ
マ
が
上
昇
し
て

固
ま
っ
た
岩
床
で
、そ
の
後
、周
り
の
地
層
が
削
ら
れ
今
の
姿
に

な
っ
た
よ
う
で
、他
に
も
袖
志
や
筆
石
の
海
岸
段
丘
や
犬
ヶ
岬

の
プ
ラ
ン
ジ
ン
グ
崖
な
ど
、特
徴
的
な
地
形
の
成
り
立
ち
を
調

べ
る
と
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、丹
後
に
も
羽
衣
伝
説
を
始
め
数
多
く
の
伝
説
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
一
つ
が
依
遅
ヶ
尾
の
大
蛇
に
ま
つ
わ

る
伝
説
で
す
。掻
い
摘
ん
で
お
伝
え
す
る
と
、そ
の
昔
、依
遅
ヶ

尾
に
大
蛇
が
棲
ん
で
お
り
斎
い
つ
き

神
社（
竹た
け
の野
神
社
）
の
神
姫
に
一

目
惚
れ
し
て
し
ま
っ
た
。神
姫
の
こ
と
を
思
っ
て
ろ
く
に
食
事

も
と
れ
ず
、神
社
の
森
へ
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
蛇
を
神

が
か
わ
い
そ
う
に
思
い
、「
二
百
十
日
の
巳
の
刻
に
お
旅
所
に
来

れ
ば
お
前
の
恋
を
か
な
え
て
や
ろ
う
」
と
告
げ
た
。そ
の
日
、神

姫
も
天
照
大
神
に
導
か
れ
お
旅
所
に
お
参
り
し
て
お
り
、そ
こ

に
依
遅
ヶ
尾
か
ら
炭
の
よ
う
な
真
っ
黒
い
雲
に
乗
っ
て
大
蛇
が

逢
い
に
来
た
。大
蛇
は
な
ん
と
か
し
て
神
姫
に
近
付
こ
う
と
し

た
が
、し
か
し
、斎
神
社
の
威
光
に
打
た
れ
、も
ん
ど
り
う
っ
て

立
岩
の
沖
の
海
に
落
ち
た
。こ
の
嵐
の
た
め
に
つ
い
に
大
蛇
の

恋
は
遂
げ
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。そ
れ
か
ら
何
千
年
も
の
間
、大

蛇
は
二
百
十
日
の
午
後
二
時
頃
、依
遅
ヶ
尾
か
ら
黒
雲
に
乗
っ

て
立
岩
の
沖
へ
出
て
く
る
が
、大
蛇
も
だ
い
ぶ
歳
を
と
っ
た
の

か
、二
百
十
日
を
間
違
え
て
二
、三
日
早
く
来
た
り
、四
、五
日
遅

れ
て
来
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、た
だ
山
の
頂
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、そ
の
土

地
の
歴
史
や
文
化
に
も
興
味
を
向
け
る
と
、よ
り
一
層
楽
し
い

登
山
に
な
り
ま
す
。気
が
向
か
れ
た
方
は
、今
回
ご
紹
介
し
た
事

を
頭
の
片
隅
に
置
い
て
い
た
だ
き
、依
遅
ヶ
尾
山
に
足
を
運
ば

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
業
務
課　

中
村
）

中
村
俊
彦
の
・
・
・

大蛇伝説

山頂より網野方面を望む

オニグルミ　登山道随所に見られる

特徴的な山容の依遅ヶ尾山


